
ｏＷｉＩｄＢｉｒｄＳｏ七iEtyorJaparl
F

Ｓか賊
ＡＪｏｕｒｎａｌｏｆ

ＬＦｉｅｌｄＯｍｉｔｈｏｌｏｇｙ
Ｌ 灘

Vol､１３，ｐｐ､173-177,1994

巣箱の設置方向によるシジュウカラ類とスズメの使用状況の違い

峯岸典雄

〃水鳥類研究会．〒l7I豊島区西池袋３－Ｊ7－１０

近年多くのゴルフ場で，巣箱を設置し，農薬を使わずに昆虫類の個体数を鳥類の捕食に

よって制限しようとする試みが行なわれている．利川率の高い巣箱の設澗方向を明らかに

できれば，利用効率のよい形で巣箱を架設することができる．巣箱の設磁方向が違うと，

烏に利用される頻度が違ってくるという現象について記述した文献はあるが，文献により

その方向が述っており，記述された方向を求めた根拠になる数htなどが示されていない場

合が多い（農林省畜産局1933，柳沢1976，石沢1952，橋本ｑ伊藤1971,大淵1955)．

轍荷が調べてきたゴルフ場に設股された巣箱は，ほぼ各方向に向けてとりつけられていた

ため，設慨方向による利用状況の違いなどを明らかにすることができた．本論文では，シ

ジュウカラ頬Ｐ”usspp.とスズメPasseﾉ･mo7zta7zusが，特定の方向に向かってつけられ

た巣箱を選好する傾向があるかどうか，そして，それらの選好性と繁殖成功のあいだにど

のような関係があるのか，明らかになった点を報告する．

調査地域および調査方法

1992年９月26日から1993年11月17日にかけて山形県から熊本県までの16のゴルフコース

で調査を行なった（図１）．調査地の詳細については峯岸（1993）を参照されたい．調査

地には合計6,344個の巣箱が設噛されており，そのうち穴のiii〔怪が約30ｍｍのもの3,283個

を対象とした．巣箱の設置方向は，大体八方位に均等に配分されて設識されていた．これ

らの巣箱において，どの方角の巣箱が利用されるか，どの方角の巣箱の巣立ち率が高いの

かをシジュウカラ類，スズメについて調盃した．

利用鳥種の判定は，以下の基準で行なった．シジュウカラ類が利用したと判断したもの

は，コケ瀬などを主体に造巣しているもの，コケ類の少ない地域ではシュロの毛，カラマ

ツの枯葉，枯草，松葉などを混入して造巣しているもの，また，シュロの毛などのみで造

巣している場合は，渦巻き状になっていないものである．スズメが利用したと判断したも

のは，ワラ，枯草などが独特の渦巻き状になっているものである．

巣立ち，巣立ち失敗の判定は，以下の基準にしたがって行なった．巣立ち：巣が完全な

形で完成，産座が踏み固められ，生活の汚れのあるもの．巣立ち失敗：巣は完成している

が，巣立ちしたものと異なり産座が柔らかいもの，または卵が多数残されていたもの．巣

の形にならないうちに造巣を中止したもの．

1995年１月13日受理
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図１．調査地．

Ｆｉｇ．１．Studysites．

烏が巣箱の向いている方向に関係なく，でたらめに巣箱を選んだ場合の期待値は，次の

ような形で求め，統計的に有意に特定の方向を選んでいるかどうか，ｘ2検定によって検

定した．まず，巣箱の全設置数に対する各方向ごとにとりつけた巣箱の割合を求める．そ

の値にシジュウカラ類とスズメによって使用された巣箱の総数をかける．また，ヒナが巣

立つことができた巣箱の向きについても，同じ方法で期待値を求め，特定の方向で巣立つ

率が高くなっているかどうか，ｘ2検定で検定した．

結果および考察

今回，設置方向を調査した巣箱3,283個のうち，使用率は，シジュウカラ類が39.0％

(1,282個)，スズメが35.2％（1,155個)，不使用が12.9％（423個）であった．ここでいう

使用とは，巣立ちあるいは巣立ち失敗など，なんらかの形で烏が使用したものをいう．残

りの12.9％（423個）は，シジュウカラ類およびスズメ以外の鳥類，ハチ類，アリ類，ゴ

キブリ類，ムササビPetaurjstajeucogeﾉZys，などが使用していた．

シジュウカラ類とスズメ，両方とも特定の方向に向けて設置した巣箱を有意に選好して

いた（シジュウカラ類：Ｘ２＝14.740Ｐ＜0.04.f＝７，スズメ：ｘ２＝33.819Ｐ＜0.0002

df＝7)．

シジュウカラ類の使用状況は，北東に向けた巣箱の使用率が鎧も高く，以下は南東向き，

南西向き，西向きの順で高く，最低使用率は南に向けてつけた巣箱であった（図２）．一
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図２．シジュウカラ類およびスズメの設置方向別使用率．

Ｆｉｇ．２．UseratesofnestboxesbytitsandTreeSparrowsinrelationtothedirectionofnest

boxes．
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図３．シジュウカラ類およびスズメの設置方向別巣立ち率．

Ｆｉｇ．３．FledgingrateoftitsandTreeSparrｏｗｓｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｔｈｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓ．
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方，スズメの使用状況は，東に向けてつけた巣箱の使用率が最も高く，以下は南，北，北

西向きの順であり，最低使用率は北東向きにつけた巣箱であった（図２）．このことから，

シジュウカラ類を主体に誘致する場合，北東向き，南東向き，南西向きの巣箱を多くとり

つける方がのぞましいものと思われた．また，スズメを主体に誘致する場合は東向き，南

向き，北向きの巣箱を多くとりつけるべきだと思われた．しかし，なぜ巣箱のとりつけ方

向の違いにより，使い方が異なるのかは不明である．さらに調査を続ける必要があるだろ

う．

一方，巣立ち状況は，シジュウカラ類とスズメ，両方とも特定の方向に向いた巣箱で，

有意に高い割合でヒナが巣立っていることはなかった（図３；シジュウカラ類：ｘ２

＝5.053Ｐ＜０．６５ｄｆ＝７，スズメ：ｘ２＝6.221Ｐ＜０．５１．f＝7)．つまり，巣箱の向いてい

る方向自体は，これらの鳥類の繁殖成功率に影響していなかった．これらの烏がある特定

の方位に向いて設置された巣箱を選好する理由として，単純に繁殖成功率が高くなる方向

を選んでいるのではない可能性がある．
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要約

1．日本全国に散在する3,283個の30ｍｍ穴巣箱の設置方向による使用率の違いを調査した．

2．シジュウカラ類，スズメとも，特定の方向に向いた巣箱を選好していた．シジュウカラ類は，北

東，南東，南西に向けてつけられた巣箱の使用率が高かった．スズメは東，南，北に向けてつけら

れた巣箱の使用率が高かった．

3．シジュウカラ類，スズメとも，巣箱の向いている方位による繁殖成功率に違いは認められなかっ

た．
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DifferenceofnestboxdirectionsusedbytitspeciesandTreeSparrows

NorioMinegishi
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１．Istudiedtheuseofnestboxes,setupinvariousdirections，ｂｙｔｉｔｓＰａｒｕｓｓｐｐ，andTree

SparrowsPassermo〃tα皿sthroughoutJapaｎ．

2．TitsandTreeSparrowshaddirectionpreferences・Titspreferrednestboxesfacing

northeast，southeastandsouthwest，andTreeSparrowspreferrednestboxesfaciｎｇｅａ

ｓｔ，ｓｏｕｔｈａｎｄｎｏｒｔｈ、

3.TherewasnodifferenceinbreedingsuccessoftitspeciesandTreeSparrowsinrelation

tothedirectionofnestboxes．

ＫＥｙｕﾉordsfbF“d加gsuccess,”ec虻on,凡estbo難use,ＰａｒｕｓＳｐｐ.，Passermontanus


